
千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

237頁
③快適な生活を支えるまち
づくり

⑤雨水対策･河川整備の推
進

①排水施設の整備・維持管
理

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線５１３
継続 一般 8 3 1

35-0103 排水施設維持補修事業

石原川を改修します。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

都市整備部
土木管理課　維持係
０５６１－７６－８１６３（直通）

予算額

財
源
内
訳

206,600
0

63,200
136,700

0
6,700

河川改修工事 ２００，０００千円

【令和２年度】

工事概要 水路整備 延長＝５２０ｍ

〔幅員（２,２００～２,８００ｍｍ）

×高さ（１,２００～１,３００ｍｍ）〕

【全体計画】

計画概要 水路整備 延長＝８８０ｍ

〔幅員（２,２００～３,０００ｍｍ）

×高さ（１,２００～１,９００ｍｍ）〕

平成２８年度 予備設計委託

平成２９年度 詳細設計委託

平成３０ ～

令和２年度 改修工事

【標準断面図】

水路整備

幅員２，２００ｍｍ×高さ１，２００ｍｍ

雨池

東中学校

消防本部

南原山東

交差点瀬戸街道

昭和４０年代に築造された準用河川石原川は、流下能力不足、護岸の老朽化と喫

緊の問題を抱えています。

また、流域である北山地区の排水不良を解決するためにも、流下先である石原川

の改修工事が必要であり、緊急自然災害防止対策事業計画に基づく重点事業として

進めます。
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３８１

41-0101 災害対策啓発事業
財
源
内
訳ハザードマップを改訂し、防災ブックとして全戸配布します。

拡充 一般 9 1 4 265頁 ④安全で安心なまちづくり ①防災・減災対策の推進 ①防災・減災意識の高揚

0
6,105

総務部
災害対策室　災害対策係

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業 ０５６１－７６－８１２７（直通）

予算額 8,130
0

2,025
0

矢田川、天神川の浸水想定区域及び土砂災害特別警戒区域等の見直しに伴い、ハザードマップを改訂

します。

改訂に合わせて、平常時から災害に備える予防対策や災害が発生した際の避難行動などについて記載

されている市発行の防災手帳にハザードマップを追加し、１冊の防災ブックとして全戸配布します。

防災ブック印刷製本費 ５，０００千円
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

予算額 466,270
0
0

456,500
0

9,770

総務部
災害対策室　災害対策係

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業 ０５６１－７６－８１２７（直通）

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３８１

41-0201 防災行政無線等管理事業
財
源
内
訳防災行政無線のデジタル化工事を行います。

新規 一般 9 1 4 265頁 ④安全で安心なまちづくり ①防災・減災対策の推進 ②災害情報システムの充実

無線設備規則が改正され、機器の更新が必要であるため、総務省が推奨する防災行政無線のデジタル

化工事を行います。

この工事に合わせ、市民の方に迅速、確実に情報が伝わるよう、より遠くまで音声が届く防災用長距

離スピーカーを採用します。また、現在のメール配信に加え、スマートフォンを使用する情報伝達シス

テムを採用し、複数の手段を組み合わせて、災害に強い防災情報伝達システムを構築します。

スマートフォンを使用する情報伝達システムは、外国語（英語、中国語を想定）でも音声や文字で情

報を伝えることができます。

防災行政無線デジタル化工事 ４５０，０００千円

19:30
〇〇 City Disaster prevention Apps

Emergency call was issued. ♪ ♪

防災行政無線
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他（※） 千円
一般財源 千円

※

●現第六分団車庫 ●整備スケジュール（予定）

款 項 目

０５６１－５１－０１１９（代表）

内線３２

4,000
25,266

消防本部
消防総務課　人事教養係

０５６１－５１－０８６１（直通）

永年勤続消防団員退職報奨金受入金

42-0205 消防団活動・運営事業

消防団第六分団車庫を消防・防災の拠点施設として整備します。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

予算額

財
源
内
訳

221,855
323
1,966
190,300

261頁 ④安全で安心なまちづくり ②消防･救急体制の充実 ②消防力の強化新規 一般 9 1 2

グラフ、位置図、写真、イラスト等、

事業に関連したものを貼付してください。

矢田川以南唯一の消防施設である消防団第六分団車庫は築後４０年が経過し、老朽化が進んで

いるため建替工事を実施します。

本工事は、消防団の大規模災害時の活動や出動の至便性向上を目的として、移転・建替を実施

し、地域住民の安全・安心を確保するために、災害対応に備えた消防・防災の拠点施設として、

機能を付加した施設整備を行います。

第六分団車庫建替工事 １９２，３２０千円

Ｒ元年度 基本設計・実施設計

Ｒ２年度 建替工事

Ｒ３年度 運用開始

●第六分団車庫移転・建替先住所

尾張旭市南本地ケ原町三丁目４５番地１、４６番地１、４７番地
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

消防本部
消防総務課　庶務係
０５６１－５１－０８６０（直通）

０５６１－５１－０１１９（代表）

内線３４
251頁 ④安全で安心なまちづくり ②消防･救急体制の充実 ③救急･救助体制の充実継続 一般 9 1 1

42-0303 あさひＡＥＤサポート事業

講習会等を実施し、救命ボランティアの増員を図ります。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

予算額

財
源
内
訳

3,115

■救命ボランティア活動イメージ

0
0
0
0

3,115

救命ボランティア講習会等の実施

本市では、スマートフォンアプリを活用して、１１９番通報の現場付近に居合わせた救命ボラン

ティアがＡＥＤを持って現場に駆け付ける「あさひＡＥＤサポート事業」 を行っています。

令和２年度は、市民ボランティアの増員に向け講習会の充実を図るとともに、医療従事者向け

の講習会を開催し、救命ボランティアの増員に向けた取組を更に進めます。

0

100

200

300

400

500

600

H29 H30 R1(見込み) R2(目標)

■救命ボランティア数推移

（人）

令和２年度は市民ボランティアの増員

を目指すとともに、医療従事者への講

習会も実施します。

各年度末現在

■救命ボランティア

救命ボランティア講習を受講した市民及び医療従事者
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他（※） 千円
一般財源 千円

※

款 項 目

市民生活部
市民活動課　交通防犯係
０５６１－７６－８１２８（直通）

予算額

財
源
内
訳

3,432
0
0
0
932
2,500

まちづくり応援基金繰入金

43-0101 交通安全啓発事業

小中学生を対象に自転車交通安全教室の充実を図ります。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

拡充 一般 2 1 14 117頁 ④安全で安心なまちづくり ③交通安全対策の推進 ①交通安全意識の高揚
０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３７３

自転車交通安全教室の実施 ７５０千円

スケアード・ストレイト

自転車での行動範囲が広がる市内全小学４年生の児童を対象に、ＮＰＯ団体及び守山警察署と

連携し、体験型の交通安全教室を実施します。

また中学生を対象とした教室では、スタントマンが見通しの悪い交差点や横断歩道での交通事

故を再現するスケアード・ストレイト型の自転車交通安全教室を実施します。

●小学生自転車交通安全教室

自転車での行動範囲が広がる市内全小学４年生の児童を対象に、各小学校の体育館内に見通しの

悪い箇所を設置し、実際に体験しながら、交通ルールや安全動作等の基本について学ぶ、交通安全教

室を新たに実施します。

●中学生自転車交通安全教室

全学年の生徒と保護者を対象に、スタントマンによる並走運転や傘差し運転、ながら運転など

によって引き起こされる自転車事故の再現を見て怖さを実感することにより、危険行為を未然に

防ぎ、交通ルールを遵守する大切さを学ぶ交通安全教室を実施します。
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

都市整備部
都市整備課　整備係
０５６１－７６－８１６０（直通）

予算額

財
源
内
訳

12,120
0

6,000
0
0

6,120

43-0311 南栄６号線整備事業

市道南栄６号線の拡幅整備を進めます。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

継続 一般 8 2 5 235頁 ④安全で安心なまちづくり ③交通安全対策の推進 ③交通安全環境の整備
０５６１－５３－２１１１（代表）

内線５０３

境界測量等の実施 １２，１２０千円

南栄６号線は巡検道線の渋滞を避けるための通過車両が増加していることから、通学で利用する歩行者

や自転車利用者の安全性の向上と、本市南部の周辺道路との連続性を確保した道路ネットワークの構築を

目的として、道路拡幅整備を実施します。

令和２年度は、道路拡幅整備の用地取得に当たり、境界測量及び不動産鑑定評価等を実施します。

市道南栄６号線

新池公園

南グランド

－36－



千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

235頁 ④安全で安心なまちづくり ③交通安全対策の推進 ③交通安全環境の整備
０５６１－５３－２１１１（代表）

内線５０３
新規 一般 8 2 5

43-0312 交差点改良事業

労災病院西交差点の改良事業に着手します。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

都市整備部
都市整備課　整備係
０５６１－７６－８１６０（直通）

予算額

財
源
内
訳

3,000
0
0
0
0

3,000

労災病院西交差点

交差点改良予備設計等の実施 ３，０００千円

交差点の通過交通に対する安全性・利便性の向上と交差点部の渋滞緩和を目的として、労災病院

西交差点の改良事業の検討を行います。

令和２年度は、現地測量及び交差点改良予備設計を実施し、公安委員会との協議を進めます。
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

117頁 ④安全で安心なまちづくり ③交通安全対策の推進
④高齢者の交通事故対策
の推進

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３７３
拡充 一般 2 1 14

43-0401 高齢者交通安全事業

高齢者が運転免許証を返納しやすい環境の充実を図ります。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

市民生活部
市民活動課　交通防犯係
０５６１－７６－８１２８（直通）

予算額

財
源
内
訳

331
0
0
0
0
331

交通安全サポーター事業の充実 ８１千円

●周知方法

店舗の一覧を掲載したポスターを作成し、市営バスあさぴー号車内や名鉄電車の各駅、公共施

設等に掲示して周知を図ります。また、利用者がサービス等を受けられる店舗であることが分か

るよう､ステッカーを作成し、店舗入り口等に貼付します。

運転免許証を自主返納された方が、警察が発行する運転経歴証明書を店舗等で提示することで、

様々なサービスや優遇措置が受けられる特典付与事業です。

愛知県警察ではすでに実施していますが、本市には優遇措置が受けられる店舗が少ないため、尾張

旭市商工会の協力により、協力いただける店舗を増やし、高齢者の方が運転免許証を返納しやすい環

境の充実を図ります。

運転経歴証明書
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

119頁 ④安全で安心なまちづくり ④防犯対策の推進 ④防犯施設の整備充実
０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３７３
拡充 一般 2 1 14

44-0403 防犯カメラ設置事業

防犯カメラの積極的な設置を支援します。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

市民生活部
市民活動課　交通防犯係
０５６１－７６－８１２８（直通）

予算額

財
源
内
訳

1,500
0
0
0
0

1,500

防犯カメラ設置事業補助金の交付 １，５００千円

誰もが安心して暮らせる、犯罪のない生活環境を作るため、防犯カメラを設置する自治会、町内会

等への補助金を交付しています。

令和２年度は補助対象を５台から１０台に増やし、地域の積極的な防犯カメラ設置を支援します。

防犯カメラを設置している駅周辺の駐輪場や、地域で防犯カメラが設置されている地区を対象に、「防犯カ

メラ設置推進地区」という看板を複数枚設置することにより、効果的な犯罪の抑止に努めます。

市内を巡回する市営バスあさぴー号やタクシー会社をはじめ、様々な企業とも連携し、車両にドライブレ

コーダーが取り付けられていることを示すステッカーを貼り付け、防犯意識の高いまちづくりを推進します。
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他（※） 千円
一般財源 千円

※

千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

款 項 目

207頁 ⑤環境と調和したまちづくり ①資源循環型社会の形成 ⑨施策の総合推進

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

新規 一般 4 2 2 207頁

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３６３

51-0407 環境事業センター等移転整備事業

51-0902 リサイクル広場運営事業 財
源
内
訳

新リサイクル広場を整備します。
公共施設整備基金繰入金

財
源
内
訳

新規 一般 4 2 2

市民生活部
環境課　ごみ減量係

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業 ０５６１－７６－８１３５（直通）

⑤環境と調和したまちづくり ①資源循環型社会の形成
④ごみ収集処理体制の整
備

0
0
0
0

6,015

0
13,000
7,563

リサイクル広場運営事業
予算額 6,015

環境事業センター等移転整備事業

予算額 20,563
0
0

〇開設時期（予定）

令和２年１０月

〇開設日時

年末年始を除く毎日 午前９時から午後４時まで

リサイクル広場施設借上料 ２，２００千円

リサイクル広場移転整備工事 １５，０００千円

リサイクル広場搬入指導等委託料 ５，８７６千円

クリーンシティ推進運動ポスター「市長賞」作品

施設整備に伴い市役所駐車場の既設屋根を撤去するとともに、リサイクル広場利用者の駐車場を整備します。

シルバー人材センター、障がい者就労支援団体に運営業務の一部を委託します。

稲葉町への工場進出に伴い、市役所南側に資源ごみを回収するリサイクル広場を移転し、より一層のごみの

減量・資源化を推進します。
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

都市整備部
都市整備課　公園緑地係
０５６１－７６－８１６１（直通）

予算額

財
源
内
訳

12,500
0

5,000
0
0

7,500

53-0302 矢田川散歩道整備事業

矢田川自転車道の整備工事を行います。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

継続 一般 8 4 4 245頁 ⑤環境と調和したまちづくり
③身近な緑・水辺環境の保
全と創出

③緑・水辺とふれあえる場
づくり

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線５０４

自転車道整備工事 １２，５００千円

歩行者と自転車が自然と触れ合いながら、ともに安心し

て安全に矢田川河川緑地を利用できるようにするため、既

存の散歩道を拡幅することを基本とする自転車道の整備工

事を進めます。

○ 自転車道整備計画区間 右岸 延長＝５．２ｋｍ

左岸 延長＝２．８ｋｍ

（現状）散歩道 右岸 幅員＝２ｍ

左岸 幅員＝３ｍ

（計画）自転車・散歩道 幅員＝４ｍ

○ 整備工事（矢田川右岸）

名古屋市境～瑞鳳橋付近 延長＝０．５ｋｍ
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

【参考】第７０回全国植樹祭

【参考】みどりの少年団親子による記念植樹

款 項 目

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３５７

53-0902 全国植樹祭理念継承事業
財
源
内
訳市民と協働して全国植樹祭の理念を継承します。

新規 一般 6 2 1 221頁 ⑤環境と調和したまちづくり
③身近な緑・水辺環境の保
全と創出

⑨施策の総合推進

0
132

市民生活部
全国植樹祭推進室　事業係

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業 ０５６１－７６－８１９０（直通）

予算額 132
0
0
0

緑化機運の醸成を図るとともに地球温暖化の抑制に資することを目的とし、公共施設や公共用

地などに市民と協力して木や花を植え育てるような、市が緑でつつまれる取組を検討します。

緑化機運の醸成

第７０回全国植樹祭開催の約１年後に森林公園で開催が予定されている県のイベントにおいて、

開催当時の写真パネルの展示や記録映像の放映を行うほか、みどりの少年団の親子に参加を呼びか

けて、開催の記憶を継承します。

植樹祭の記憶の継承 １００千円

緑化活動の普及 １２千円

愛知県緑化推進委員会主催の「みどりの学習教室」などへの参加を尾張旭市のみどりの少年団

に呼びかけ、緑に親しみながらの学習活動を通じて緑化活動の普及を図ります。

全国植樹祭の開催を通じて培われた「苗木のスクールステイ」や「みどりの少年団」等の子ど

もたちの活動を継承するため、緑の募金を活用して市内のみどりの少年団の運営支援を行います。
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他（※） 千円
一般財源 千円

※

款 項 目

市民生活部
環境課　環境政策係
０５６１－７６－８１３４（直通）

予算額

財
源
内
訳

18,755
0
0
0

18,755
0

永代使用料など

54-0401 旭平和墓園運営事業

旭平和墓園に整備した合葬式墓地の使用者募集を開始します。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

新規 旭平和墓園事業 1 1 1
特会
71頁

⑤環境と調和したまちづくり ④生活衛生環境の向上 ④墓園の管理
０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３６１

〇使用者募集（予定） 令和２年６月

〇募集件数 （予定） 個別埋蔵墓所 ３５０体 共同埋蔵墓所 １５０体

〇永代使用料（予定） 個別埋蔵墓所 １体 １５万円 共同埋蔵墓所 １体 ５万円

※参考 整備規模 個別埋蔵墓所 ２，０００体 共同埋蔵墓所 １，０００体

合葬式墓地維持管理委託料 ３，０００千円

少子高齢化や核家族化の進行などによる新たな埋葬方式の需要に対応するよう整備した、合葬式墓地の使用

者募集を開始します。
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他（※） 千円
一般財源 千円

※

三郷駅周辺の商業地

款 項 目

223頁 ⑥活力あふれるまちづくり ①商業の振興 ⑨施策の総合推進
０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３５２
拡充 一般 7 1 2

69-0904 小規模企業等振興事業

小規模企業・中小企業の振興を支援します。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

市民生活部
産業課　商工係
０５６１－７６－８１３２（直通）

予算額

財
源
内
訳

195,766
0
0
0

183,018
12,748

小規模企業振興資金等貸付預託金元利収
入など小規模企業等補助金の充実 １，５００千円

尾張旭市小規模企業・中小企業振興基本条例に基づき昨年８月から開始した小規模事業等補助金の対象事業に、

安心して事業に従事でき、かつ、地域の安全・安心に貢献できる“防犯カメラの設置”を新たに追加します。（補

助率は１／２）

＜補助対象事業＞

人材育成・・・従業員の人材育成を目的に行った事業等

雇用確保・・・雇用確保を図るために行った事業等

販路拡大・・・自社製品の販路拡大を図るために行った事業等

防犯カメラ設置【新設】・・・防犯カメラの設置に関する事業

＜補助限度額＞

１事業者につき当該年度当たり５万円

小規模企業等に対する資金の貸付 １８３，０００千円

○小規模企業振興資金等貸付預託金 １８０，０００千円

地域の金融機関が小規模企業振興資金等を貸付けるための原資を、県と協調して預託

○中小企業組織強化資金貸付預託金 ３，０００千円

商工中金が市内中小企業に資金を貸付けるための原資を預託

小規模企業振興資金等信用保証料の補助 １０，０００千円

市内の中小企業者が設備投資や運転資金、経営安定化を図るために愛知県の融資制度を受ける際の信用保証料

を補助します。（補助率は１／２）

＜補助限度額＞２０万円
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３５９

62-0101 産業立地推進事業
財
源
内
訳産業振興基礎調査を実施します。

新規 一般 7 1 2 223頁 ⑥活力あふれるまちづくり ②工業の振興 ①地域工業の活性化

0
2,330

市民生活部
産業課　にぎわい交流係

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業 ０５６１－７６－８１３７（直通）

予算額 2,330
0
0
0

産業振興基礎調査委託料 ２，３００千円

地域工業の活性化に向けて、何が本市に適した産業であるのかを探り、今後の産業立地施策の基礎となる調査を実

施します。本市の産業特性を明らかにした上で、それを基に既存企業への支援、新たな産業成長分野の可能性や企業

誘致などを検討していくことになります。

なお、産業振興基礎調査は令和２年度から令和３年度までの２か年で実施します。（令和３年度債務負担行為限度額

２，７００千円）

○調査内容

・市内中小企業アンケート、企業訪問によるヒアリング調査

（操業環境、人的状況など市内企業の現状や課題等を把握）

・地域経済の概要調査

・雇用を支える産業、強みとなる分野等の分析

・地域経済構造の分析

・地域産業振興に当たっての課題抽出 など

○スケジュール（予定）

令和２年度

９月 調査内容の確定

１１月 アンケート調査の実施

２月 ヒアリング調査の実施

令和３年度

５月 統計調査等からの現状分析の実施

８月 アンケート、ヒアリング調査結果を含めた今後の本市に有効な産業分析の実施
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他（※） 千円
一般財源 千円

※

款 項 目

217頁 ⑥活力あふれるまちづくり ③農業の振興 ③都市型農業の推進
０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３５４
新規 一般 6 1 3

63-0301 ふれあい農園運営事業

城山ふれあい農園を拡張します。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

市民生活部
産業課　農政係
０５６１－７６－８１３３（直通）

予算額

財
源
内
訳

10,150
0
0
0

6,815
3,335

公共施設整備基金繰入金など

グラフ、位置図、写真、イラスト等、

事業に関連したものを貼付してください。

城山ふれあい農園の駐車場の一部を農園に改修します。

農園整備 １２区画

区画数：１０４区画 ⇒ １１６区画

（参考）西大道ふれあい農園 ６１区画、１区画３０㎡

城山ふれあい農園拡張工事 ７，０００千円

○スケジュール（予定）

令和２年４月 整備運営計画の作成

７月 農業委員会の決定及び整備運営計画の認定

８月 愛知県知事の同意

９月 工事設計

令和３年２月 農園使用者の募集

４月 使用開始
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

予算額 9,000
0

4,500
0
0

4,500

市民生活部
産業課　農政係

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業 ０５６１－７６－８１３３（直通）

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３５４

63-0304 農業振興支援事業
財
源
内
訳就農者を支援します。

拡充 一般 6 1 3 217頁 ⑥活力あふれるまちづくり ③農業の振興 ③都市型農業の推進

グラフ、位置図、写真、イラスト等、

事業に関連したものを貼付してください。

次世代を担う農業者の確保と就農後の定着を図るため、経営開始後の新規就農者（３人）を支援します。

農業人材力強化総合支援事業（県費補助：補助率１０／１０）

１，５００千円 × ３人 ＝ ４，５００千円

（内容）

農業次世代人材投資資金（経営開始型）

交付対象：４５歳未満の認定新規就農者（市が就農計画を認定した者）

交付額等：年間最大１５０万円、最長５年

（前年所得に応じて交付額が変動する。）

交付要件：就農５年以内に概ね所得２５０万円/年の収支計画があること

農地中間管理機構から農地を借受していること

農業人材力強化総合支援事業費補助金 ４，５００千円

農業振興事業推進費補助金 ４，５００千円

ＪＡあいち尾東が実施する営農支援、地域農業活性化、農地保全の各事業に対して補助金を

交付します。（補助率は１／２）

・営農支援事業 ２，０００千円

（認定農業者支援事業、各種団体支援事業等）

・地域農業活性化事業 １，８００千円

（特産品普及事業、地域農業普及啓発事業、地産地消、食育事業等）

・農地保全事業 ７００千円

（水田景観形成事業、田んぼアート事業、耕作放棄地解消事業等）
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他（※） 千円
一般財源 千円

※

款 項 目

213頁 ⑥活力あふれるまちづくり ③農業の振興 ⑨施策の総合推進
０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３５４
拡充 一般 6 1 1

63-0901 農業委員会運営事業

農業委員会委員の報酬を拡充します。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

市民生活部
産業課　農政係
０５６１－７６－８１３３（直通）

予算額

財
源
内
訳

7,425
0

1,759
0
127
5,539

農業者年金業務委託手数料交付金

グラフ、位置図、写真、イラスト等、

事業に関連したものを貼付してください。

農業委員会委員報酬 ３，７５７千円

【最適化交付金の事業内容】

活動実績

１ 担い手への農地集積・集約化の推進活動

２ 遊休農地の発生防止・解消活動

３ 農地中間管理機構との連携活動

４ 新規参入の促進活動

成果実績

１ 担い手への農地集積面積

２ 遊休農地の発生防止・解消面積

○農業委員会

・農業委員会定例会の開催（毎月）

・遊休農地の利用状況調査（１０月）及び耕作放棄地の土地所有者への利用意向調査（１１月）を実施

・農地中間管理機構へ農用地貸出希望申込書の提出（随時）

令和２年度から月額報酬額に加えて、農地利用の最適化に係る活動実績、成果実績に基づき算

出された額を農業委員の報酬額とします。

月額報酬額

会長 ２８，７００円× １人×１２月＝ ３４４，４００円

委員 ２０，８００円×１０人×１２月＝２，４９６，０００円

（拡充分）

農地利用最適化に係る報酬額・・・農地利用最適化交付金（補助率１０／１０）

活動実績 ３００，０００円

成果実績 ６１６，０００円

－48－



千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３５９

72-0202 市観光促進事業
財
源
内
訳おいしい紅茶のまちのＰＲを支援します。

新規 一般 7 1 4 225頁
⑦人と人とがふれあうまち
づくり

②にぎわいの創出とまちへ
の愛着意識の向上

②交流人口増加へのＰＲの
推進

0
14,387

市民生活部
産業課　にぎわい交流係

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業 ０５６１－７６－８１３７（直通）

予算額 14,387
0
0
0

（一社）尾張旭市観光協会が中心となって進めてきた「おいしい紅茶のまち」に関する取組は、市外

の方が本市を知るきっかけになり、交流人口の増加につながっています。

本市の重要な観光資源に成長した「おいしい紅茶のまち」をこれまで以上にＰＲするため、観光協会

が行う紅茶に関する事業に対して補助金を新設します。

○想定する事業

おいしい紅茶のまちをきっかけに、市のＰＲにつながる事業

・既存イベントの拡充（紅茶フェスティバル、国産紅茶グランプリなど）

・市民への啓発の充実（紅茶の入れ方講座など）

・おいしい紅茶の店を増やすための支援（アドバイザー派遣など）

・紅茶をＰＲするリーフレット等の作成

・観光展への出展 など

○「おいしい紅茶のまち」とは

本市には、日本紅茶協会が認定するおいしい紅茶の店が１６店舗あり、実店舗数も人口１人当たりの

店舗数も日本一です。

元々は市内の有志の方々が始めたまちおこしの取組で、現在では（一社）尾張旭市観光協会が中心と

なって活動をしています。

代表的な取組である「紅茶フェスティバル」には、市外や県外からも多くの方が訪れ、５，０００人

以上が集まる大きなイベントに成長しました。

おいしい紅茶のまちＰＲ事業費補助金 ８００千円
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他（※） 千円
一般財源 千円

※

款 項 目

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３９１

82-0403 住基ネットワーク・マイナンバーカード運用事業
財
源
内
訳マイナンバーカード申請時来庁方式及び出張受付を行います。

戸籍住民基本台帳等手数料

拡充 一般 2 3 1 131頁
⑧分野横断的なまちづくりと
市政運営

②行財政運営の推進 ④広域行政の推進

4,318
0

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

市民生活部
市民課　市民係
０５６１－７６－８１３０（直通）

予算額 55,561
51,243

0
0

国が令和４年度中にほとんどの住民がマイナンバーカードを保有することを想定していること

から、より多くの方に円滑にカード取得してもらえるよう、交付申請者が来庁するのは申請時の

みとし、本人限定郵便により自宅でマイナンバーカードを受け取ることができるようにします。

マイナンバーカード申請時来庁方式の実施 ７，６１８千円

マイナンバーカード交付体制の強化・出張受付の実施 ９，２６３千円

令和２年９月から開始予定のマイナポイントや令和３年３月からの保険証機能の追加によるマ

イナンバーカードの交付枚数増加に対応するため、人員を追加するなどして窓口における申請を

滞りなく行うことのできる体制を整えます。また、希望のあった企業等に出向き、その場で必要

な写真撮影及び申請書記入の補助を行います。

○マイナポイント

マイナンバーカードを活用した消費活性化策。民間キャッシュレス決済サービスを利用して、

一定額を前払いした方に対して、国がポイントを上乗せして付与するもの。

マイナンバーカード
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

予算額 3,729
0
0
0
0

3,729

企画部
情報課　情報推進係

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業 ０５６１－７６－８１０７（直通）

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線２３１

82-0512 ＡＩ・ＲＰＡ推進事業
財
源
内
訳ＡＩ、ロボティクスを活用したシステムの導入を推進します。

新規 一般 2 1 10 111頁
⑧分野横断的なまちづくりと
市政運営

②行財政運営の推進 ⑤情報化の推進

【ＡＩ総合案内】

住民からの複数の問い合わせに対し、２４時間３６５日ＡＩが回答を行います。

【ＡＩ－ＯＣＲ】

福祉や税分野等の紙帳票の文字認識にＡＩを活用し、高い精度で文字をデジタル化する技術です。デジタル化さ

れたデータは、ロボティクスを活用したツールにそのまま活用できるため、業務プロセスの自動化の効率的な導入

が可能です。

○県内市町村とのシステム共同利用 ３，７２９千円

【ＡＩ－ＯＣＲ】のイメージ【ＡＩ総合案内】のイメージ
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

82-0905 平子町北地内市有地維持管理事業
予算額 8,165

財
源
内
訳

0
0

平子町北地内市有地の利活用を推進します。
0
0

8,165

企画部
企画課　政策調整係

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線２２８

０５６１－７６－８１０５（直通）

拡充 一般 2 1 9 107頁
⑧分野横断的なまちづくりと
市政運営

②行財政運営の推進 ⑨施策の総合推進

グラフ、位置図、写真、イラスト等、

事業に関連したものを貼付してください。

平子町北地内市有地の豊かな自然環境を生かしながら、子どもたちを対象としたイベントを開

催し、暫定的な利活用を積極的に推し進めます。

また、その他の暫定的な利活用策を見出すため、さまざまな民間事業者等と対話や検討を重ね、

市有地の有効利用へとつなげます。

市有地の暫定的な利活用の推進

市有地への道路整備の検討 ５，５００千円

現在の平子町北地内市有地は、敷地外の道路（市道）と接する部分が１か所しかないため、そ

の利活用においては制限が生じています。

このため、新たな道路の整備を検討することによって、当該市有地の持つ可能性を広げ、更な

る利活用の推進へとつなげます。

当該市有地を活用したイベントの様子
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他（※） 千円
一般財源 千円

※

款 項 目

総務部
財産経営課　施設係
０５６１－７６－８１１５（直通）

予算額

財
源
内
訳

109,851
0
0

32,093
77,758

公共施設整備基金繰入金など

82-0918 市役所庁舎維持管理事業

障がい者用駐車場に屋根を設置します。

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

新規 一般 2 1 12 113頁
⑧分野横断的なまちづくりと
市政運営

②行財政運営の推進 ⑨施策の総合推進
０５６１－５３－２１１１（代表）

内線２６７

車いす使用者の雨天時の来庁に困難が生じないよう、障がい者用駐車場及び正面玄関までの通路に

屋根を設置します。

また、駐車場の前後にもスペースを設け、車いす用リフト付車両や車いす使用者送迎用の車両からも安

全に乗降できるよう改善を図ります。

市役所障がい者用駐車場屋根等設置工事 ３２，０００千円

市役所障がい者用駐車場
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

予算額 29,392
0

29,392
0
0
0

総務部
総務課　総務係

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業 ０５６１－７６－８１１１（直通）

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線２５２、２５３

89-0906 国勢調査事業
財
源
内
訳令和２年国勢調査が実施されます。

継続 一般 2 5 2 137頁
⑧分野横断的なまちづくりと
市政運営

②行財政運営の推進 ⑨施策の総合推進

令和２年国勢調査を実施 ２９，３９２千円

【調査期日】

令和２年１０月１日現在

【調査対象】

日本国内にふだん住んでいる全ての人（外国人含む）及び世帯

【調査事項】

（世帯員について）

「男女の別」、「出生の年月」、「配偶者の有無」、「就業状態」、「従業地又は通学地」など１５項目

（世帯について）

「世帯員の数」、「世帯の種類」、「住居の種類」、「住宅の建て方」の４項目

【調査方法】

紙の調査票かインターネットで回答

国勢調査は、日本国内の人口や世帯の実態を明らかにするため、統計法に基づき５年ごとに実施されます。

国勢調査の結果は、国・都道府県・市区町村において、選挙区の区割りや地方交付税の算定基準を始めとした様々な

施策の計画策定などに利用されます。

国や地方公共団体が正確な統計に基づいて、公正で効率的な行政を行うためには、日本に住むすべての人・世帯を漏

れなく正確に把握することが必要です。
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市民による投票で決定した５０周年記念ロゴマーク

「ともにつなごう　あさひの歩み・いま・未来」をテーマに記念事業を実施します。

企画部
企画課　政策調整係
０５６１－７６－８１０５（直通）

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線２２８

　　　市制５０周年記念事業

グラフ、位置図、写真、イラスト等、

事業に関連したものを貼付してください。

尾張旭市は、令和２年１２月１日に、市制施行から５０周年を迎えます。

今日に至るまちの発展は、市民・団体・地域コミュニティ・事業者・行政などが一緒に知恵を

しぼりあい、ともにまちづくりを進めてきた証です。

市制５０周年は、改めて「過去」を振り返り、先人から受け継いだ財産の大切さを知り感謝し、

この節目を迎えられた「今」を誇りに思い、「未来」に向けてふるさと尾張旭を想う良い機会と

なります。このため、全市を挙げて市制５０周年記念事業を実施し、将来へ続く継続的なまちの

発展や活力につなげます。

あさぴーお祝い事業

市民お祝い事業

市が主催又は共催する「あさぴーお祝い事業」では、市民の皆さんから寄せられたアイデア等

をもとに、さまざまな記念事業を実施します。

～記念事業の例～

・男女共同参画に関する川柳を募集します。

・障がいについて知るきっかけ等とするため、パラスポーツ体験会を開催します。

・市制５０周年を記念したデザインのラッピングバスを運行します。

・長年、中学生海外研修事業に御協力いただいているオーストラリアの生徒等を招待します。

・今後の市政運営の参考とするため、高校生議会を開催します。

・例年の「あさひ健康フェスタ」や「市民祭」、「市民文化祭」等も開催内容を充実します。

市制５０周年記念事業では、新たに、市民や団体等の皆さんが企画・実施していただく「市民

お祝い事業」も開催し、まち全体のお祝いムードを盛り上げ、一体感を醸し出します。
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あさぴーお祝い事業一覧
事業名 概　要 時期 担当課等

食育絵本作成事業 広報誌連載コラム「レシピの玉手箱」をストーリー仕立てに紹介する絵本を作成します。 3月 総合推進室

記念式典 市の発展に貢献された市民等へ感謝し、未来へ向けた節目となる記念式典を開催します。 12月 秘書課

あさひ健康フェスタ 尾張旭駅前広場を中心としたイベントやあさぴースマイルウォーキングなど、各種イベントを拡充して開催します。（⇒P1） 4月 秘書課

光のアートイベント 「まちとひかりが奏でる未来への道」をテーマに、光のアートイベントを開催します。 12月 人事課

周年記念啓発事業 市制50周年を広く周知するため、啓発物等の作成や市制50周年PR大使の委嘱を行います。 － 企画課

シンポジウム 市の魅力を子どもたちに伝えることをテーマとした、シンポジウムを開催します。（⇒P58） 未定 企画課

森林公園活用事業 全国植樹祭のレガシーや緑豊かな市の魅力を体感できるイベントを、愛知県とともに開催します。（⇒P58） 10月 企画課

あさひひまわりプロジェクト2020 市の花「ひまわり」の種を配布し、育て、まち全体をひまわりで彩ります。 4月～ 企画課・都市整備課

50周年あさぴーイラストの作成 50周年をお祝いするあさぴーのイラストを作成します。 － 情報課

50周年広報おわりあさひ特別号の発行 12月1日号広報誌の別冊として、市制50周年記念特集号を発行します。 12月 情報課

市勢要覧の作成 市制50周年を記念して、市勢要覧を作成します。 12月 情報課

記念映像の作成 市制50周年の1年を通じたイベント等を映像で記録します。 12月 情報課

魅力発信市民映像の作成 まちかどインタビューを実施し、市民目線での市の魅力を発信します。 12月 情報課

写真展「すくすくのびのびぽっかぽか」 市制50周年を記念して、未来を担う子どもたちの写真展を開催します。 8月 情報課

防災講習会 防災講習会を、市制50周年の冠を付して実施します。 9月 災害対策室

青少年健全育成・安全安心PRイベント 交通安全等のPRのため、愛知県警察音楽隊によるコンサートを実施します。 7月 市民活動課

尾張旭たのしい夏まつり 大盆踊り大会など、各種イベントを拡充して実施します。 8月 市民活動課

市民活動促進助成事業 50周年記念部門を創設し、市民等が実施する市制50周年事業を支援します。 － 市民活動課

警察犬による演技披露 市民祭会場で、警察犬による演技を披露します。 10月 市民活動課

男女共同参画川柳募集 男女共同参画に関する川柳を募集し、優秀作品を表彰します。 6月～2月 市民活動課

子育て支援・男女共同参画推進フォーラム 子育て支援フォーラムと男女共同参画推進フォーラムを合同で開催します。（⇒P59） 2月 市民活動課・こども課

ウェディングボード ウェディングボードを50周年特別仕様に装飾し、記念すべきご夫婦の門出をお祝いします。 4月～ 市民課

市民祭 市制50周年を記念して、イベントや警固を拡充して実施します。 10月 産業課

田んぼイルミネーション 市民と一緒にユメの苗（ペットボタル）を植え、50周年特別デザインの絵を夜の田んぼに描きます。 11月 産業課

田んぼアート JAあいち尾東や名古屋産業大学、市民と一緒に、面積を拡大して田んぼアートを実施します。 6月 産業課

ポロシャツ販売事業 50周年記念ポロシャツを作成・販売します。 5月 産業課

城山公園さくらまつり 城山公園の夜桜ライトアップを行うほか、各種イベントを拡充して実施します。 4月 産業課

農業まつり JAあいち尾東と連携し、農業へ親しみを深められるよう、各種イベントを拡充して実施します。 11月 産業課

消費生活展 消費生活展を、市制50周年の冠を付して実施します。 10月 産業課

リサイクル・リユース祭 リサイクル・リユース祭を、市制50周年の冠を付して実施します。 未定 環境課

ごみゼロ運動 ごみゼロ運動を、市制50周年の冠を付して実施します。 5月 環境課

緑のカーテン 緑のカーテンを、市制50周年の冠を付して実施します。 4月～8月 環境課

パラスポーツ体験会 障がいの有無や年齢に関わらず、誰もが気軽に参加できるパラスポーツ体験会を開催します。 11月 福祉課
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事業名 概　要 時期 担当課等

シニアカラオケ大会 シニアカラオケ大会を、市制50周年の冠を付して実施します。 7月 長寿課

高齢者趣味の作品展 高齢者趣味の作品展を、市制50周年の冠を付して実施します。 9月 長寿課

グラウンドゴルフ大会 グラウンドゴルフ大会を、市制50周年の冠を付して実施します。 11月 長寿課

健康麻雀大会 認知症予防にもなる健康麻雀の取組を広め、大会を開催します。 1月 長寿課

テレビ番組公開収録 子ども向けテレビ番組の公開収録を行います。 12月 こども未来課

保育園運動会 各保育園の運動会を、市制50周年の冠を付して実施します。 10月 保育課

あさぴー体操 市制40周年に作成した「あさぴー体操」を、子どもたちや地域の方と一緒に実施します。 11月 保育課

児童館こどもまつり 児童館こどもまつりを、50周年特別仕様のバルーンアートで彩ります。 5月 こども課

児童館対抗大会 児童館対抗大会を、市制50周年記念大会と位置づけて実施します。 6月ほか こども課

ラッピングバス 市民からデザインを募集し、優秀作品をあさぴー号の車体にラッピングします。 5月～3月 都市計画課

あさひ冬フェスタ あさひ冬フェスタを、市制50周年の冠を付して実施します。 12月～1月 都市計画課

城山公園スタンプラリー 城山公園の遊具広場などでスタンプラリーを実施します。 5月 都市整備課

野生生物再発見事業 市民と一緒に市内に生息する野生生物を発見し、広く紹介します。 4月～ 土木管理課

消防団観閲式 消防団観閲式を、市制50周年の冠を付して実施します。 5月 消防総務課

消防出初め式 消防出初め式を、市制50周年の冠を付して実施します。 1月 消防総務課

市民消防ひろば 市民消防ひろばを、市制50周年の冠を付して実施します。 10月 予防課

フレンドシップ事業 交流のあるオーストラリアビクトリア州の中学生を市へ招待し、国際交流を深めます。 9月 教育行政課

小学校運動会 小学校運動会を、市制50周年の冠を付して実施します。 9月、10月 教育行政課

中学校体育大会・体育祭 中学校体育大会・体育祭を、市制50周年の冠を付して実施します。 9月、10月 教育行政課

お祝い献立 市制50周年特別献立を、小中学校の給食で提供します。（⇒P15） 12月 学校給食センター

少年少女発明クラブの設置 市制50周年を記念して、少年少女発明クラブを設置します。（⇒P60） 4月～ 生涯学習課

ブラック星博士の東海征服計画　vol.2 「ブラック星博士」の天体解説イベントを開催します。 8月 生涯学習課

第36回公民館まつり 公民館まつりを、市制50周年の冠を付して実施します。 2月～3月 生涯学習課

第26回生涯学習フェスティバル 生涯学習フェスティバルを、市制50周年の冠を付して実施します。 2月～3月 生涯学習課

読書奨励事業 ナイト図書館＋怪談・ワークショップ等、子どもたちが本や読書に親しむ特別なイベントを開催します。（⇒P21） 7月～11月 図書館

特別企画展 本市50年の歴史・文化を紹介し、未来へとつなげる特別企画展示を開催します。（⇒P61） 12月 文化スポーツ課

無形民俗文化財（警固） 市内全地域の棒の手・馬の塔・鉄砲隊が一堂に集う警固を開催します。 10月 文化スポーツ課

尾張旭市民文化祭 市民展、市民芸能発表大会、市民音楽祭を、市制50周年の冠を付して実施します。 11月 文化スポーツ課

どうだん亭一般公開 どうだん亭の一般公開を、市制50周年の冠を付して実施します。 4月、11月 文化スポーツ課

史跡めぐり 史跡めぐりを、市制50周年の冠を付して実施します。 4月ほか 文化スポーツ課

長池のマメナシ・アイナシ自生地観察会 観察会を、市制50周年の冠を付して実施します。 4月、10月 文化スポーツ課

尾張旭市民体育大会 市民体育大会、市民ジョギング大会、市民ゴルフ大会を、市制50周年の冠を付して実施します。 5月～1月 文化スポーツ課

プロとふれあうバスケットボール教室 小中学生を対象に、プロ選手によるバスケットボール教室を開催します。 6月 文化スポーツ課

高校生議会 高校生を対象に、市議会体験イベントを開催します。 未定 議事課

議会探検ツアー 議会体験ツアーを、市制50周年の冠を付して実施します。 7月～8月 議事課
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目区分 会計 予算書 政　策 施　策

72-0194 市制５０周年記念シンポジウム事業

市制５０周年記念森林公園活用事業72-0195

市制５０周年記念シンポジウム事業

財
源
内
訳

500
0

企画部

500

予算額

3,000

0
0
0

0

3,000
0
0
0

予算額

財
源
内
訳

内線２２８
新規

企画課　政策調整係
０５６１－７６－８１０５（直通）

０５６１－５３－２１１１（代表）⑦人と人とがふれあうまち
づくり

②にぎわいの創出とまちへ
の愛着意識の向上

①イベントを通じたふれあい
の推進

一般 2 1 17 123頁

基本事業

市制５０周年記念森林公園活用事業

昨年の第７０回全国植樹祭会場である愛知県森林公園を活用し、愛知県主催のイベントととも

に、全国植樹祭のレガシーや、緑豊かな本市の魅力を体感できるイベントを開催します。

～開催内容（予定）～

・全国植樹祭会場の木材を活用した滑り台等の体験ブース

・愛知県産の木材を活用して、パズル等のおもちゃを作成するワークショップブース

・のこぎりや、かなづちを使ってペン立て等を作成するワークショップブース

グラフ、位置図、写真、イラスト等、

事業に関連したものを貼付してください。

尾張旭の魅力を、子どもたちに伝えることをテーマとして、市制５０周年を記念したシンポジ

ウムを開催します。

～開催内容（予定）～

・基調講演

・パネルディスカッション

シンポジウムの開催 ５００千円

森林公園を活用した事業の開催 ３，０００千円
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他 千円
一般財源 千円

款 項 目

款 項 目

⑦人と人とがふれあうまち
づくり

③男女共同参画社会の形
成

①男女共同参画意識の啓
発と普及

継続 一般 2 1 4
０５６１－５３－２１１１（代表）

内線３７６

13-0702 要保護児童対策推進事業

73-0101 男女共同参画推進事業 財
源
内
訳

財
源
内
訳

継続 一般 3 2 1

97頁

市民生活部
市民活動課　男女共同参画係

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業 ０５６１－７６－８１２５（直通）

165頁
①みんなで支えあう健康の
まちづくり

③子育て支援の推進 ⑦子どもの人権擁護

こども子育て部
こども課　子育て支援室
０５６１－５３－６１０１（直通）

０５６１－５３－２１１１（代表）

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業 内線７１－３５２

71
71
0
0
557

0
0

1,547

男女共同参画推進事業
予算額 699

要保護児童対策推進事業
予算額 2,655

554
554

市制５０周年を記念して、子育て支援フォーラムと男女共同参画推進

フォーラムを合同で開催します（尾張旭市地域活動連絡協議会と共催）。

このフォーラムでは、以下のことを目的とした講演会を行う予定です。

次世代を担う子どもが健やかに育ち、全ての子育て家庭が、子どもを

産み育てることに喜びを実感できる子育て環境の整備のため、子育てに

ついて考える場を提供するとともに、地域における子育て支援の輪を広

げます。

また、一人でも多くの市民が男女共同参画についての理解を深める機

会の提供を図ります。

＜開催時期・場所＞

２月・文化会館ホール（予定）

子育て支援・男女共同参画推進フォーラムの開催 ５０３千円

子育て支援フォーラム

男女共同参画推進フォーラム
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他（※） 千円
一般財源 千円

※

工作の様子 作品のイメージ

款 項 目

297頁
②豊かな心と知性を育むま
ちづくり

③総合的な教育連携の推
進

①家庭教育力の充実新規 一般 10 5 1

23-0101 家庭教育・地域教育推進事業

区分 会計 予算書 政　策 施　策 基本事業

教育委員会
生涯学習課　生涯学習係
０５６１－７６－８１８１（直通）

予算額

財
源
内
訳

1,322
0
0
0
15

1,307
親子ふれあい教室参加料市制５０周年を記念して、「もっと工作や発明がしたい」という声に応え、これまで実施してきた親子

ふれあいものづくり教室を基にした、「尾張旭市少年少女発明クラブ」を令和２年４月に立ち上げます。

教育委員会、一般社団法人愛知県発明協会で設置し、商工会や学校の先生、企業のＯＢなど、地域ボラ

ンティアの協力を得て活動します。

少年少女発明クラブの設置 １００千円
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千円
国庫支出金 千円
県支出金 千円
地方債 千円
その他（※） 千円
一般財源 千円

※

款 項 目

教育委員会
文化スポーツ課　文化振興係

０５６１－５３－１１４４（直通）

予算額

財
源
内
訳

18,201
0
0
0

10,780
7,421

公共施設整備基金繰入金など

25-0105 史跡等保存公開事業

区分 会計 予算書 政　策 施　策

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線６３５

基本事業

新規 一般 10 5 5 311頁
②豊かな心と知性を育むま
ちづくり

⑤文化の継承と振興
①文化財、伝統文化の保存
と継承

市制５０周年を記念して、これまでの５０年を振り返るとともに、未来へつなげる企画展示を行います。

＜実施場所＞

文化会館展示ロビー

＜実施期間＞

令和２年１２月１日～１２月２７日

＜企画内容＞

・パネル展示

・昔の映像などの投影等

＜紹介・展示内容（予定）＞

・尾張旭の成り立ち

・尾張旭市５０年のあゆみ

・普段見学できない文化財や歴史ある道にフォーカスして展示

・昭和から平成にかけての尾張旭市のトピックス

・未来へ向けて

特別企画展の開催 ２，５００千円

町役場

（昭和４４年撮影）

市役所南庁舎

（昭和４６年撮影）

市役所北庁舎

（平成９年撮影）
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○その他の充当事業

エドヒガンザクラの樹木診断等

５００
６００
１６０
４９０
３００

（単位：千円）

５０
３００
３１０
３００
３００
３００

円空仏の燻蒸処理 ３００
マメナシ・アイナシの環境保護
中学校の楽器購入
食物アレルギー対応食糧購入
蘇生訓練用人形購入
公園に健康器具を設置
ヘルプマーク作成

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線２６４

０５６１－７６－８１１３（直通）

総務部
行政経営課　財政係

○アップライトピアノを購入します。＜保育課＞
　　市立保育園のアップライトピアノを６台更新します。
　　詳細については、Ｐ６を参照ください。
　　（寄附金充当額：４，４６０千円）

○交通安全教室に使用する模擬信号機を購入します。＜市民活動課＞
　　よりリアルな交通環境を再現する中で、交通ルールを正しく、楽しく学ぶため、
　保育園等で実施する実践型の交通安全教室に使用する模擬信号機を更新します。
　　（寄附金充当額：９３２千円）

　　　　 まちづくり応援寄附金

寄附金を活用し、「まちづくりを応援したい」という思いを実現します。

主な令和２年度まちづくり応援基金繰入金充当事業

市制５０周年記念事業
市立保育園の遊具整備
保育園にハンディ消火器を配備
吉賀池湿地の整備

まちづくり応援寄附金は、寄附をされた方の思いを実現するために使い道を選択できる制度です。

令和２年度には、これまでいただいた寄附金を１４事業に生かしていきます。

まちづくり応援基金繰入金 ９，３０２千円
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総務部
行政経営課　財政係
０５６１－７６－８１１３（直通）

国土強靭化等関連事業

防災・減災等に資する国土強靭化に関連する事業を実施します。

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線２６４

国の「国土強靭化基本計画」の趣旨を踏まえた大規模自然災害等に備えた事業や緊急に実施する必要性が

高い緊急防災・減災事業など、９事業・総額約１６．０億円の事業を実施します。

避難所としての機能向上を図るため、多目的トイレを整備します（詳細はＰ１８、１９）。

⇒ 財源として、地方債（緊急防災・減災事業）を活用します。

小中学校体育館多目的トイレ整備工事 ５９，０００千円

石原川改修工事 ２００，０００千円

流下能力不足、護岸の老朽化などに対応するため、河川の改修工事を行います（詳細はＰ３０）。

⇒ 財源として、地方債（緊急自然災害防止対策事業）等を活用します。

防災行政無線デジタル化工事 ４５０，０００千円

機器の更新に合わせ、情報伝達手段の多様化、多言語化などを行います（詳細はＰ３２）。

⇒ 財源として、地方債（緊急防災・減災事業）を活用します。

消防団第六分団車庫建替工事 １９２，３２０千円

消防団の大規模災害時の活動や出動の至便性向上のため、建替工事を行います（詳細はＰ３３）。

⇒ 財源として、地方債（緊急防災・減災事業）等を活用します。

小中学校施設整備事業【繰越事業】 ６９７，９００千円

交付金の追加交付に呼応して、学校施設の整備事業（４事業）を行います（詳細はＰ１８、１９）。

⇒ 財源として、国庫補助（学校施設環境改善交付金（強靭分））及び地方債（防災・減災・国土強靭化緊

急対策事業）等を活用します。
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（単位：千円）

小
学
校

中
学
校

合計

事業名 事業費
財源内訳

国県支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源

渋川小学校トイレ改修事業
体育館等トイレ改修事業

旭中学校大規模改造事業
体育館等トイレ改修事業
校内通信ネットワーク整備事業

1,073,800 375,951 543,900

26,600 6,913 13,600

0 153,949
104,800 45,000 45,000 0 14,800

0 6,087
569,100 165,473 310,800 0 92,827

20,500 0 24,592
43,200 9,657 19,000 0 14,543

総務部
行政経営課　財政係
０５６１－７６－８１１３（直通）

令和元年度補正予算繰越事業

国の補正予算等に呼応して、６事業を前倒しして実施します。

271,100 135,000 135,000 0 1,100校内通信ネットワーク整備事業

59,000 13,908

０５６１－５３－２１１１（代表）

内線２６４

国の「安心と成長の未来を拓く総合経済対策」に基づく補正予算及び交付金の追加交付に呼応して、

６事業・総額約１０．７億円の予定を前倒しして実施します。

なお、当該事業は令和元年度補正予算の繰越事業として計上しています。

小学校施設整備事業 ３７３，３００千円

中学校施設整備事業 ７００，５００千円

学習・生活環境の向上や避難所としての機能向上を図るための施設整備に加え、児童生徒向けの１人

１台ＰＣ端末の整備に向けた国の「ＧＩＧＡスクール構想」実現のための予算を計上しています。

※各事業の詳細は、小学校施設整備事業（Ｐ１８）及び中学校施設整備事業（Ｐ１９）を御覧ください。
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組織変更に伴う新旧対照表 （参考）

事務事業名
令和元年度
所管部署

令和２年度
所管部署

備考

53 - 0902 全国植樹祭理念継承事業（※） 市民生活部　全国植樹祭推進室 市民生活部　産業課

13 - 0205 保育園施設維持管理事業（一部） 施設修繕料のみ移管

13 - 0210 保育園改修事業

13 - 0103 ピンポンパン教室運営事業（一部） 施設修繕料のみ移管

13 - 0201 放課後児童健全育成事業（一部） 施設修繕料のみ移管

13 - 0902 児童館施設管理事業（一部） 施設修繕料及び工事請負費のみ移管

※　全国植樹祭推進事務から事務事業名を変更

こども子育て部　保育課

こども子育て部　こども未来課

こども子育て部　こども課

○事務事業の移管等

事務事業
コード




